
と

ま

ど

い
な

が
ら

土

井

隆

私

は
慨

し

て
、

余

り

と
ま

ど
う

こ

と
を

知

ら

な

い
人

間

だ

と

思

っ
て

い

る
。

そ

れ

は
己

れ

を
持

す

る

に

、
そ

う

困

難

を
感

じ

た

こ
と

が

な

い
、

い
わ

ば

生
意

気

な
部

類

に
属

す

る
男

だ

か

ら

か
も

知

れ

な

い
。

し

か

し

、

或

る
時

、

私

は
、

そ

の
と

ま

ど

い
と

い
う

も

の

を
、
強

烈

に
覚

え

た

。

こ

の
三

月

の

こ

と
で

あ

る

。

1

女
ば
か
り
の
大
学
、
そ
の
名
は
立
正
女
子
短
大
。
ー

さ
て
、
貴
方

に
依

頼

す

る

の

は
、
貴

方

の
世

界

の

こ

と
、

マ
ス

コ
ミ
。

そ

れ

と
テ

レ

ビ

制

作

。

そ

の
講

義

で
あ

る

と
、

告

げ

ら

れ

た

時

で
あ

る

。

成

る

程
、

マ
ス

コ
ミ
に

し

て

も
、

テ

レ
ビ

制

作

に

し

て
も

、

私

の
最

も

近

い
世
界

。

い
や

、
私

が
住

む
所

で

さ

え

あ

る

の

だ

か

ら
、

そ

の
場

所

に

つ

い

て
語

れ

と

い
わ

れ

れ

ぽ

、

い

と
も
易

し

い
と
、

応

え

ら

る
も

の

で
あ

る
。
ラ

ジ

オ
制

作

老

か
ら

テ

レ
ビ

・
デ

ィ

レ
ク

タ

ー
。
今

で

は

、

テ

レ
ビ

・
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ

ー

で
あ

り

、

レ

コ
ー
ド

の
作

詩

家

で

も

あ

る
。

そ

の
過

程

で
得

た
諸

々
の
経

験

は
、

依

頼

者

の
言

葉

通

り

、

マ
ス

コ

ミ
研

究

と
、

テ

レ
ビ
制

作

論

に
通

じ

る

か
も

知

れ

な

い
。

だ
が
、
直
ち
に
そ
れ
が
、

一
般
的
概
念

の
講
義
-

而
も
、
女
大
学

の
講

師

と

い
う

論

理

に
ま

で

つ
な

が

る

か

ど

う

か
。

…

…
私

は

そ

れ

に

と
ま

ど

い
な

が

ら

も

、

い

つ
か

、

そ

の
依

頼

を

う

け

る

は

め

に

な

っ
た

と
き

、

或

る

試

み

を

す

る
積

り

で

教
壇

に
立

っ
て
見

よ

う

と

思

っ
た

。

そ
れ

は
、

こ
う

で
あ

る
。

仮

に
私

が

、

教

師

の
名

の
下

に
、

私

の
為

す

べ
き

こ

と
、

私

の
与

え

得

べ
き

こ

と
が

あ

る
な

ら

、

そ

れ

は
最

早

、

私

を

選

び

依

頼

し
た

、

そ

の
事

に

あ

る
筈

な

の

だ

か

ら
、

私

は

た

だ

そ

れ

に
応

え
れ

ば

よ

い

と

い

(

う

こ

と
。

つ
ま

り

今

や

、
私

の

い
わ

菰
体

臭

に

ま

で

な

っ
て

い
る
、

マ
ス

コ
、、・
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と

テ

レ
ビ

v

と

い
う

も

の
を

、
機

会

あ

る

ご

と

に

、
私

自

身

の
眼

や
、

口
や

、

そ

の
他

、
私

の

一
挙

一
動

で
語

る

こ

と

、

そ

し

て
、

そ

れ
が

学

生

の
、
而

も
女

性

の
将

来

の
生
活

感

情

に
、

よ

り
効

果

的

な

反

映

が

あ

る

な

ら

ば

、
私

の
講

師

と

い
う
在

り
方

も
、

正
当

ず

け

ら

れ

る

で
あ

ろ

う

と

い
う

こ

と
。

…

…

…

私

は
、

そ

う
思

う

こ
と

で
、

当

初

の

と

ま

ど

い

か
ら

、

一
応

救

わ

れ

た
。そ

し

て

、
既

に
半

歳

余

り
、

私

は
、

私

な

り

の
情

熱

を
も

っ
て
、

よ

く

弁

舌

っ
た

も

の
だ

と
、

今

思

い
出

し

て

い
る
。

だ
が

、

前

期

に

お

け

る
、

マ
ス

コ
ミ
研

究

で
語

っ
た

こ

と

と

い

え
ぽ

、

結

局

、

マ
ス

コ
ミ

の

始

源

を
、

人

と
人

と

の

コ
ミ

ニ

ュ
ケ

:

シ

ヨ

ン
に
起

し

て
、

大

衆

社

会

に
移

行

し
、

や

っ
と
本

題

の
、

こ

の
最

も

現

代

的

な
所

産

で
あ

る
、

マ

ス

コ
ミ
機

関

に

一
瞥

を
く

れ

た
所

で
終

っ
て

し
ま

っ
た
。

し

か

し
、

私

の
持

論

は
貫

い
た

つ
も

り

で
あ

る
。

℃

人

間

は

ヒ

ユ
ー

マ
ン
な

姿

(
つ
ま
り

幸

福

)

を
、

こ

の
社
会

に
求

め

る
時

、

己

れ

個

人

の
在

り

方

が

、

他

に
対

し

て
、

先

ず

ヒ

ユ
ー

マ
ン

で

あ

る

べ
き

こ

と
。

そ

し

て
、

己

れ

を

知

る
機

会

が

あ

る
な

ら

ば

、

今

日

マ
ス

コ
ミ
は

、

そ

の
鏡

に
も

な

り
得

る

だ

ろ

う

と
、

い
う

こ

と
。

こ
れ

で
あ

る
。

1

で

は

、

ひ

る

が

え

っ
て

、

そ

れ

を

受

け

と

っ
た

学

生
側

は

ど
う

だ

つ

た

ろ

う

。

と
も

あ

れ

、
教

壇

に
立

っ
て

、
私

が
見

た

も

の
は

、

恐

ら

く

私

が
、

マ
ス

コ
ミ
論

だ
、

テ

レ
ビ
制

作

論

だ

と

、

例

え

ば

、

ス

タ
ジ

オ

で
私

の
後

継

者

(
テ

レ
ビ

・
デ

ィ

レ
ク

タ

ー
を

志

す

者

)

に
話

す

仕

方

つ
ま

り
、

専

門

的

な

職

能

の

た

め

に

の

み
、

若

し
語

っ
た

と

し
た

ら

、

私

の
当

初

の

と

ま

ど

い
以

上

に
、

と

ま

ど

っ
た

で
あ

ろ
う

顔

ば

か
り

だ

っ
た
。

そ

こ

で
私

は
、

(
本

学

の
希

望

す

る

こ

と
も

、

当

然

そ

う

で
あ

っ
と

思

う

が

)

前

に
も

い

っ
た

通

り

、

私

と

い
う

マ
ス

コ
ミ
媒

体

の

一
つ
、

テ

レ
。ヒ
の
現

場

の
人

間

で
あ

る
、
'生

の
素

材

が

、

こ
う

人

間

を

、

或

い

は
、

こ
う

社

会

を
考

え

て

い

る

と
、

述

べ

る

こ

と

に
よ

っ
て

、

い

つ
か

学

生

達

に
、

マ
ス

コ
、・・
の
受

け

手

と

し
て

、

そ

れ

が

幾
分

で

も

有
意

義

な

材

料

に
な

れ

ば

よ

い

と
、

い
う

こ

と
で

終

始

し

た

。

こ
れ

が

、

私

の
せ

い

一
杯

の
講

師

と

し

て

の
職

責

で

あ

ろ

う

し

、

又

教

師

を

職

業

と
し

て

い
な

い
私

の
立

場

で

あ

る

と

も

、

思

っ
た

の
で

あ

る
。一
方

、

后

期

に
属

し

て

い
る

テ

レ
ビ

制

作

論

と

な

れ

ば

、
前

述

の

こ

と

は
、

一
層
顕

著

に
な

る

。

だ

か

ら

、

学

生

達

に

、
私

は

テ

レ
ビ

制
作

論

と

い
う
、

ど

ち

ら

か

と

い

え
ば

、

そ

の
当
事

老

の
側

で

検
討

さ

る

べ
き

標

電

で
、

今

后

、

物

を

語

う

と

は

思

っ
て

い
な

い
。

そ

の
特

殊

な
機

能

の

こ

と

を
、

ス

タ

ジ

オ

の
外

で

、

ど

ん

な

に
語

っ
て
も

制

作

論

に

は
な

ら
な

い

の

で
あ

る
。

し

か

し
、

だ

か

ら

と

い

っ
て
、

そ

の
専

門

大

学

で

は
な

い
、

而

も

女

子

短

大

の

一
講

座

に
加

え

ら

れ

る
、

そ

れ
相

応

の
理

由

が

あ

る

よ
う

に

.!



マ
ス

コ
ミ
ー

テ

レ
ビ

は
、

今

日

、

我

々

の
社

会

生

活

に

と

っ
て

、

決

し

て
小

さ

な

存

在

で

は
あ

り

得

な

い

し
、

新

聞

を
読

み

、

ラ

ジ

オ
を
聞

き

、

テ

レ
ビ

を
観

る

日
常

は
、

今

后

、

益

々
我

々

の
生

活
意

識

を

政

治

的

に
も

、

社

会

的

に
も

、

お

し

ひ

ろ
げ

て
ゆ

く

こ

と

は
確

か
な

の
だ

か

ら

…

…
。

そ

こ

で
、

送

り
手

に
対

す

る
受

け

手

と

い
う

、

マ
ス

コ
、、・
と
自

分

の

関

係

を
、

こ
の

日
常

に
発

見

し
、

認

識

す

る

と
ぎ

、

私

は
学

生
達

に
願

う

の
で

あ

る
。

こ
の
際

、

マ
ス

コ

ミ
に
対

七

て

、
消

極

的

で

あ

る

よ

り

も
、

積

極

的

で

あ

れ

と

。

・…

:

そ

し

て
、

と

ま

ど

い
な

が

ら
教

壇

に

立

っ
た
、

マ
ス

コ
、・・
の
送

り
手

で

あ

る
私

に

、

む

し

ろ
挑

戦

す

る
構

え

を

と

っ
て

ほ

し

い
と

、

い
う

こ

と

で

あ

る

。

で

な

い

と
、
最

后

ま

で

、
私

は

、

と
ま

い
な

が

ら

教
壇

に
立

っ
て

い

な

け

れ

ぽ

な

い

か
ら

。

△

△

△

文
芸

科

・
学

年

歴

(昭
和
三
+
九
年
度
)

四
月
十
日

入
学
式

四
月
十

一
日

前
期
授
業
開
始

四
月
二
十
五
日

合
同
観
劇
会

(青
江
教
授
創
作
劇
)

五
月
五
日

八
王
子
万
葉
文
学
散
歩

五
月
八
日

、
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ナ
ス
展
見
学

六
月
十
三
日

鎌
倉
文
学
散
歩

六
月
二
十
六
日

朝
日
新
聞
社
見
学

七
月
六
日

授
業
終
了

(夏
期
休
暇
-
九

月
八
日
ま
で
)

七
月
九
日

修
学
旅
行

(北
海
道
-
七
月
十
八
日
ま
で
)

八
月
三
十

一
日

宮
沢
賢
治
研
修
旅
行

(九
月
五
日
ま
で
)

九
月
九
日

授
業
開
始

九
月
二
十
三
日

前
期
定
期
試
験

(十
月
二
日
ま
で
)

十
月
三
、
四
、
五
日

定
期
試
験
休
暇

十
月
七
日

後
期
授
業
開
始

十
月
八
日

文
芸
講
演
と
映
画
の
会

(
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
祭
)

十
月
十
七
日

十
八
日

創
立
記
念
祭

十
月
十
七
日

日
本
古
美
術
展
見
学

十
月
三
十
四
日

文
芸
講
演
会

(於
立
正
大
学
)

十
月
三
十
日
、
十

一
月

一
日

蓉
光
祭

(大
学
祭
)

十

一
月
七
日

文
芸
講
演
会

(於
立
正
大
学
)

十
二
月
十
四
日

授
業
終
了

(冬
期
休
暇
)

一
月
十

一
目

授
業
開
始

二
月
二
十
二
日

後
期
授
業
終
了

二
月
二
十
四
日

後
期
定
期
試
験

二
月
二
十
九
日

各
ゼ
ミ
論
文
提
出
締
切

三
月
二
十
五
日

卒
業
式
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